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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

仁科加速器研究センターの RI ビームファクトリ

ーは原子核物理の研究を目的として、リニアック

やサイクロトロンなどの加速器や多数の実験装

置から構成される。本研究では新規の機器を開発

するため電磁場計算や構造計算を行なう。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

RICC に導入されている有限要素法ソフトウェア

ー「ＡＮＳＹＳ」を用いて、超伝導イオン源や粒

子検出器用の超伝導コイルの構造計算を行なっ

た。 

３． 結果 

超伝導イオン源については 2008 年度に計算した

結果の確認と出力のみを行なった。粒子検出器用

超伝導磁石については超伝導コイルの変形量と

内部応力の計算を実施した。 

４． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

コイル設計の進捗に従って必要時に再計算を実

施する。 

５． 利用研究成果が無かった場合の理由 

現在、継続中であるため。 

 



 


